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金沢大学十全 医学会雑誌 第97 巻 第4 号 76 4 －7 7 8 く19 8郎

機能性精神障害 の 局所脳 血流 と臨床所見 と の 対応 に つ い て

工 ． 精神分裂性障害患者 に お ける検討

金沢 大 学医学部神経精神医学講座 く主任 こ 山j ロ 改 良教授1

鈴 木 道 雄

く昭 和6 3 年 8 月 4 日 受付I

13
璧 e 吸入 法を 用 い て精神 分裂性障害 に お け る安静時局 所脳血流 を測定 し ， 局 所脳 血 流 と 臨床症

状と の関連 を検討 した ．
D S M －1Il に よ り精神分 裂性障害と 診断さ れ た39 例 の 患 者を対象と した 一 恵者は

す べ て が 向精神薬 を服 用 中 で あ り
，

そ の 平均年 齢 は2 7 ． 3 歳 で あ っ た ■ 臨 床症 状 は b ri ef p s y c h i at ri c

r a ti n g s c al e お よ び陰性症状評価 尺度 を用 い て 評価 した ． 同時に W e c h sl e r 成人 知能検査 ，
W e c h sl e r 記

憶 尺鼠 B e n t o n 視覚記銘検査お よ び W i s c o n si n カ
ー

ド 分類 テ ス ト も施行 し た ■ 正 常対照 は
，
3 0 名 の 年

齢 お よ び性 を適合 させ た健常成人 か ら成 っ て い た ． 局 所脳 血流 の 値 は ， 改 良 フ ー リ エ 法 に よ る i n iti al

sl o p e i n d e x を用 い て計算 し た ． 分裂病患者 で は － 健常 者に 比 べ て左 右 の 半球平均血 流が 有意に 低く
l
ま

た 半球平均 に 対す る 百分率 で 表わ さ れ る 相対 的な血流分布値 は左 前頭領域 に お い て の み 減退 し て い た ．

分裂病患者の左前頭部の 血流が 低い ほ ど ， 感情鈍麻 ，
意欲 ． 発動性 欠如お よ び 注意障害な どの 症状が顕

著 であ り
，

か つ B e n t o n 視覚記銘検査や 数唱問題の 成績が 不 良 で あ っ た ． 分裂病患者の 局所脳 血 流は年

齢 ，
教育年数 ， 羅病 期間お よ び 抗精神病薬 の服用量 と は 相関 しな か っ た 0

こ れ ら の 結果 か ら ， 分裂病患

者の 陰性症状 と
一

部の 神経 心 理 学的異常 は 左側の 前頭葉機能障害 に 関連 す る こ と が 示唆 さ れ た 一

K e y w o rd s r e g l O n a l c e r e b r al bl o o d fl o w
，

1 謂 X e in h al a ti o n t e c h n iq u e
，

s ch i z o p h r e n ic d is o rd e r
，
le ft f r o n t al l o b e d y sf u n c ti o n

，
n e g ati v e

S y m p t O m S

精神分裂病の 神経解剖学 的 異常 と し て
，

K r a e p el －

i n
l
鳩 す で に

， 神経解剖学的所見 お よび 臨床的観 察か

ら
，
前頭葉 と側頭葉が 主 と して 侵 さ れ て い る と 推 定

して い た ． 分裂病死後脳の 組織病 理 学 的変化 に つ い

て は
，

その 後も 数多く の 検討 が な さ れ た が
． 所見 が

非特異的 で 客観性 に 乏 しい こ と な ど の た め に 必 ず し

も
一 致 した結論 は得ら れ ずの

， ま た生 体脳に つ い て も

画像診断技術 が未発達で あ っ た た め に
，

分裂病 の 病

態 生理 に 関連 す る 有 益 な情 報 を得 る こ と は 困 難 で

あっ た ． 近年 に な り ，
X 線 C T の 普及 に 伴 い

， 少 なく

と も
一

部 の分裂病 患者に は
，
脳 室拡 大や 大脳皮 質の

萎縮な どの 器質的異常 を有す る も の が あ る こ と を示

す 報告が か な り み ら れ る よ う に な り
封

，
最近 で は

m a g n eti c r e s o n a n c e i r n a gi n g くM R Il を用 い た より

A b b r e vi a ti o n s こ B P R S
，

b rief p s y c hi a t ri c

詳細 な 検討も な さ れ つ つ あ る
4－

． ま た これ らの 構造的

異 常の み で な く ， 分裂病 患者の 脳 の 機 能的異常 に つ

い て も ， 局 所脳血流測定や ポ ジ トロ ン C T を用 い

画像診 断的 に 評価す る こと が 可能に な っ て きた ．

脳血 流は脳代謝 と密接 に 関連 し て お り ，

ニ ュ
ー

ロ

ン の 活動性 を表す も の と 考 え ら れ て い る の で
5I6－

一 局

所脳血 流 を測定 す る こ と に よ り ， 脳 の 局所 的な機能

状態 を 間接的 に 知る こ と が で き る 一 人 問 に お ける脳

血流測 定は
，
1 94 5 年 の K e ty と S c h mi d t

7I
に よる笑気

くN ぉう 吸 入 法を 用 い た検討 を哺矢と する が
，
同法に

ょ る分裂病患者の 全脳 血流 に は ． 正 常 者 と の 差は認

め られ な か っ た
8，

． 1 9 7 4 年 に I n g v a r と F r a n z e n
別
は ．

13 3

x e 左 内頸 動脈注 入法 を用 い て 慢性 分裂病患者の 局

所脳 血 流を 測定し
，
半球平均血 流 は 保 た れ る が ．

上fn

r a ti n g s c ale ニ D S M － III
，

di a g n o sti c a n d

s t a tis tic al m a n u al of m e n t al dis o rd e r s
，
th ir d e diti o n ニ工S I ， i n iti al sl o p e in d e x ニS A N S ，

th e

s c al e f o r t h e a s s e s s m e n t of n e g ati v e s y m p t o m s ニ W A I S
，

W e c h sl e r a d ult i n t e11ig e n ce

l



l
精神分 裂性障害患者の 局所脳血 流

流分布の 前頭優位性が 減退し て い る こ と を初 め て 報

告した ． そ の 後 ，

13
璧 e 吸 入 法が開発 され

10ト 12，

． 非 侵

襲的に 左 右大脳半球の 局所脳血 流 を測 定 す る こ と が

可能に な っ て か ら も ， 分裂病 患者の 前 頭部 や 側頭 部

の血流 に 異常が認 め られ て い る
13 卜 15，

． ま た
18
F 一 デ オキ

シグ ル コ
ー ス や

1
C ． グ ル コ

ー ス を 用 い た ポ ジ ト ロ ン

C T に よ る検討 で も
． 前頭部の 代 謝活 性 の 減 退 が 報

告され て い る
16 ト 20 I

以上 の よ う に
， 精神 分裂性障害患者 の 局 所脳血 流

を測定する こ と は
，

そ の 病態生 理 の 解 明 に 寄与 し 得

ると期待さ れ る が
，

こ れ ま で 局所脳血 流所 見 と 臨床

症状と の 関連に つ い て詳細 に 検討 した報 告は少 な い
．

そ こで 本研究で は ，

133
X e 収入 法 を用 い て ， 精神 分裂

性障害患者の 安静時の 局 所脳血流 を測 定 し ， 臨床 症

状評価尺度の 得点お よ び種 々 の 神経 心 理 学 的検 査 の

成績と の 関連な どに つ い て検討 した ．

対 象お よ び方法

1
． 対 象

1 ． 精神分 裂性 障害群 く分裂病群I

金沢大 学医学 部附属病院神経科精 神科 に 入 院 ま た

は外来通院中の 患者の う ち
，
d i a g n o s ti c a n d st a ti s

－

tic al m a n u a l of m e n t al di s o r d e r s
，

thi r d e di ti o n

のS M－I工I1
2 り

に よ り精 神分裂性 障害 と 診 断さ れ た 患

者39 例 く男26
．

女131 を対象と し た ， 表1 の ごと く
，

平均年齢は27 ． 3 士5 ．5 くS Dl 歳 く1 9 －

3 8 歳う， 平均雁

病期間は5 ． 8 年 ， 平 均教育年数は13 ． 5 年 で あ っ た ． 全

例に W e c h sl e r a d u lt i n t elli g e n c e s c al e くW A I S l を

施行し
，
全検査 工Q が70 以 上 の も の を選 択 し た ． 利き

手に つ い て は亀山 ら
221

に よる 質問紙 を用 い て 判定 し
，

7 65

右利 き35
， 両手利 き 4 で あ っ た ． い ずれ も 身体 的に

は健康 で あ り
，
身体 診察お よ び検 査 デ

ー

タ に は 異常

を認 め な か っ た ． ま た 全例が 抗精神病薬 を服用 中 で

あり
，

1 日 あた り の 服 用量 を融
23I
に よ る換算表を 用 い

て ク ロ
ー ル プ ロ マ ジ ン の 力価 に換 算し た C P Z 換算量

の 平 均は 539 ．6 m g で あ っ た ．

2 ． 正 常対照 群

精 神お よ び 身体 的 に 著 患 を み な い 健常 成人3 0 名

く男20
．
女10う． 平 均年齢28 ． 0 士5 ．2 歳 く21 － 3 9歳1 を

対照 群と し た ． く表 1 ト 利き 手は右利き25
， 両手利 き

5 で あ っ た ． 男女比 ， 年齢 ， 利き 手に つ い て は分裂病

群 と差 は な い が
， 教育年数は対照群 が1 4 ． 9 年 と 有意

に 高か っ た くp く0 ．0 い ．

工工 ．

1 33

X e 収入 法 に よ る局所 脳 血流 測 定
133
X e 収 入法 に よ る局 所脳血 流を

，

M ed it r o ni c
－ N o

－

V O D i a g n o sti c S y st e m
，
I n h al a ti o n C e r eb r o g r a p h

くN o v o 社 ，
D e n m a r k I を用 い て測定 した ． 本装 置に

は16 対の 円筒型 鉛コ リ メ
ー

タ ー 検 出器が 水平 方 向に

平行 に 装 着 さ れ て い る ． 被検 者 に マ ス ク か ら 約

2 m C i11 の
1 33

X e を含む空気 を1 分間吸入 させ た 後 ，

自動的 に 切 り換 えら れ たル ー ム エ ア ー

を1 0 分間呼 吸

さ せ
，

この 間の 呼吸 気中お よ び頭 蓋表面 か ら の y 線

に よ る時間放射 能を 測定した ． 頭 部 に お い て 記録 さ

れ た時間放射能曲線 を再循環に 対 して 補正 し ，
こ れ

に よ り得 られ た
l 詔
X e 脳 ク リア ラ ン ス 曲線 か ら

， 改良

フ ー

リ エ 法 細
に よる 脳血流 を計算した ． 脳血流の 指標

と して ほ ． 吸入 開始後30
－

9 0 秒ま で の
1

りこe 脳ク リ ア

ラ ン ス 曲 線 の 勾 配 か ら 計 算 さ れ る i ni ti al sl．o p e

in d e x く工SIl を用 い た ． I S I は初期の 灰 白質成分情報

を含む と み なさ れ て い る ．

T a b l e l ． C h a r a c t e ri s ti c s o f s c h i z o p h r e ni c s a n d n o r m al s u bj e c t s

S c h i z o p h r e n i c s C o n tr oI s

D S M －II d i a g n o si s

N u m b e r くm e nl w o m e nl

A g e くy e a r sう

H a n d e d n e s s

E d u c a ti o n くy e a rsI

W A I S f u ll I Q

D u r a ti o n o f ill n e s s くm o n t h sI

C hl o r p r o m a z i n e－e q ui v a l e n t d o s e くm g J
l
d a yl

S c hi z o p h r e ni c di s o r d e r

3 9 く26ノ13う 30 く20 ハ01

2 7 ，3 士5 ．5 2 臥0 士5 ．2

ri g h t 3 5
，
a m b id e x t ．4 ri g h t 2 5

，
a m bi d e x t ．5

1 3 ．5 士2 ．1
ホ

1 4 ．9 士 1 ．7

9 1 ．6 士1 2 ．2

6 9 ．6 士6 0 ．1

5 3 9 ．6 士4 5 0 ．2

ヰ
p く0 ．01

，
C O m p a r e d t o c o n t r oI s くS t u d e n t

，

s t t e s tl ．

S C ale 三 W C S T
，

W i s c o n si n c a r d s o r ti n g t e st ニ W M S
，
W e c h sl e r m e rn O r y S C al e ニ 分裂病群 ， 精

神分裂性障害群 ．
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測定条件は 安静閉瞼状態 と し
，
被検 者 に は 測 定中

の発 乳 体動 を禁 じ， 聴覚 的刺 激 は 最小 限 に 抑 制 し

た ． 測定 中は呼吸数お よ び 終末呼気中の C O 2 濃度 か

ら換 算さ れ る終末呼気中 C O 2 分圧 の モ ニ タ ー を行い
，

呼吸数の 著 しく 不規則 な も のや 測 定後 の 問 診 に よ り

明 らか な眠気の あ っ た もの は除外 し た ． 眠気 に つ い

て は ， 約半数 の 症例 で は
，
頭皮 上 4 部位 か ら の 脳 波

と 眼球運動 を 同時記録 し ， 他覚 的 な 評価 も 行 っ た ．

検査後に は血 圧測定 を行 い
， 異常 の な い こ と を確 認

し た ．

本装置 を用 い た松 田
均
に よ る 検討 で は ， 辺緑 部の 検

出器 は ， 頭部の 輪郭か ら は ずれ た 場 合 や 係数 率の 低

い 場合 に 誤差 を生 じや す く ， ま た 特 に 下 部辺 緑検 出

器で は
， 気 道内や 動脈中の 放射能成 分 の 混 入 に よ る

影響 を受け る こ とが 示 され て い る ． こ の た め1 6 対の

検 出器 の う ち
，

ア
ー

チ フ ァ ク トの 少 な い 中央領 域 の

6 対の値の み に つ い て検討 した ． 左 右 6 対の 検 出器

は
，
図 1 の よう に 前方か ら

， 前頭領 域 くF う， 前頭中

心 領域 C F Cl ， 側頭領域 くT l ， 中心頭 頂領域 くC Pl
，

側頭頭頂領 域 くT Pう お よ び頭頂領域 くP l と し た ．

工S工 と して 算出され る各脳領 域 の 血流 値 と 左右 の 半

球平均血流値の他 に
，

各領域 の 血 流値 の 半球平 均血

流備に 対 す る首分率 ， す な わ ち 局所分 布値 r e gi o n a l

di s t rib u ti o n v al u e に つ い て も評価 を行 っ た ． さら に

左右差 を検す る た め に
，
左右の 各相 同部位 の 血流値

お よ び 半球 平均 血流値 に つ い て ， 以 下 の 式 に よ り

1 a t e r alit y i n d e x を算 出し た ．

L a t e r ality I n d e x くL り ニ

L ef t － R i g h t

L ef t ＋ R i g h t
X l O O

F i g ． 1 ． L o c a ti o n o f d et e c t o r s ■

F
，
f r o n t al i F C

，
f r o n t o c e n t r a l三 T

，
t e m p O r al i

C P
，

C e n t r O p a ri e t a l i T P
，

t e m p O r O p a ri e t al i P
，

p a ri e t a l ．

T a bl e 2 ．
C o

T P a ri s o n b e t w e e n c o n t r o I s a n d s c hi z o p h r e ni c s o n fl o w v al u e s くI SIl a n d

r e g l O n al di s tri b u ti o n v a l u e s

C o n t r oI s くN ニ 3 0l

I S I R e gi o n a l di st ri －

b u ti o n v al u e く％1

S c h i z o ph r e n i c s くN ニ 3 9l

I S I R e gi o n al d i st ri －

b u ti o n v a l u e く％1

Ri gh t h e m i s p h e r e

F r o n t al くFコ

F r o n t o c e n tr al くF CI

T e m p o r al くTI

C e n t r o p a ri e t al くC PI

T e m p o r o p a ri et a l くT PI

P a ri e t al くPう

H e mi s p h e ri c m e a n

5 6 ．
3 士7 ．7

5 5 ．0 士7 ．3

5 3 て士7 ．2

5 4 ．8 士7 ．8

5 2 て士7 ．5

5l ．0 士6 ．9

5 3 ．9 士7 ．1

1 04 ．4 土4 ．8

1 0 2 ．0 士3 ．9

9 9 ．6 士 3 ．5

1 01 ．
6 士3 ．4

9 7 ．5 士3 ．9

9 4 ．7 士4 ．0

51 ．4 士7 ．2 柚

4 9 ．9 士7 ．l
ホ ヰ

4 9 ．6 士 6 ．6
ホ

4 9 ．5 士7 ．2
綿

4 臥4 土6 ．6
ホ

4 6 ．4 士7 ．0 輌

4 9 ．2 士 6 ．7 輌

1 0 4 ．5 土4 ，3

1 0 1 ．5 士4 ．3

1 00 ．8 士3 ．0

1 0 0 ．6 士3 ．6

9 8 ．3 士3 ．5

9 4 ．2 士4 ．5

L e ft h e mi s p h e r e

F r o n t al くFう

F r o n t o c e n t r al くF CI

T e m p o r al くTI

C e n t r o p a ri e t al くC PI

T e m p o r o p a ri e t al くT PI

P a ri et al くPI

H e m i s p h e ri c r n e a n

5 6 ．2 士8 ．
1

5 4 ．3 土7 ．7

5 3 ．8 土臥0

5 2 ．5 士7 ．2

5l ．9 士7 ．6

4 9 ．9 士7 ．8

5 3 ．1 士7 ．4

1 0 6 ．0 士5 ．2

1 0 2 ．2 士4 ．2

1 0 1 ．3 士3 ．6

9 8 ．9 士3 ．6

9 7 ．8 士3 ．9

9 3 ．8 士3 ．8

4 9 ．7 士7 ．l 書 出

5 0 ．4 士6 ．9
ホ

4 9 ．6 士7 ．0
ホ

4 7 ．9 土6 ．7
ホホ

4 6 ．8 士5 ．9 輌

4 5 ．2 士5 ．9 坤 ヰ

4 8 ．3 土6 ．3 料

1 0 2 ．9 士4 ．3 抽

10 4 ．6 士3 ．5 ホ

1 0 2 ．5 土4 ．0

9 9 ．4 士3 ．7

9 6 ．9 士4 ．2

9 3 ．6 士4 ，6

T h e r e s ult s a r e p r e s e n t e d a s m e a n s 土 S D ニ
ホ

p く0 ．0 5
，

榊
p く0 ．01

，

榊
p く0 ．0 01 ，

C O m p a r e d t o

c o n t r oI s くS t u d e n t
，

s t t e s tl ．



精神分裂性障害患者の 局所脳血 流

これ は 0 を境 に
，

プ ラ ス は左 側優位 ，
マ イ ナ ス は

右側優位 で ある こ と を意味 する ．

H L 精神症 状の 評 価 お よ び神経心 理 学的検査

局所脳血 流の 計 算結果 が 出る ま で の 間に
，
別 室 に

て2 人 の 精神科医が合 同面接 し て精 神症状 を評 価 し

た ． 3 9 全例 に つ い て b ri ef p s y ch i a tri c r a ti n g s c a l e

くB P R S l
26，

に よ る 評 価 を 行 い
，
2 9 例 に つ い て は

A nd r e a s e n に よ る th e s c al e f o r th e a s s e s s m e n t o f

n e g ati v e s y m pt o m s くS A N S 1
27，

も あわ せ て 評価 し ，

それ ぞれ 2 人 の 評 価点の 平均値 を採用 した ．

神 経 心 理 学 的 検 査 と し て W A I S
，

W e ch sl e r

m e m o r y s c a l e くW M S l
28I

， W i s c o n si n c a r d s o r ti n g

t e st くW C S T l
291
お よ び B e n t o n 視覚記銘検査 く1 0 秒提

示直後の 再生I の 4 種 を ， 原則 と し て 局 所脳 血 流検

査の施行後 1 週間以 内 に
， 脳血流 の 結 果 を知 ら さ れ

てい な い 臨 床 心 理 士 が 行 っ た ． W A I S は3 9 例 ，

W M S お よ び W C S T は36 例
，

B e n t o n 視覚記銘検査

は37例 に施行 し た ．

押 ． 統計学的検定

成績 は平均士 標準偏差 に よ り 表示 し た ． 2 群 間の

平均値の 比 較に は S t u d e n t
，

s t t e s t を用 い た ． 局所脳

血流と臨床症状 の 評 価点お よ び神 経心 理 学 的検査 の

成績と の 間の 検討 に は ．
S p e a r m a n の 順 位 相関係 数

くr sl を用 い た ．

なお
，

以 上 の 検査 に 当た っ て は
， 患 者 に 検査 の 目

的お よ び内容を事前 に 説明 して 同意を得 た ．

成 績

I ． 局 所 脳血 流

1 ． 脳血 流債

分裂病群全39例 の 半 球平均血 流値は
，

右半球4 9 ． 2

士6 ． 7
， 左半球4 8 ． 3 士6 ．3 で あ り

， 対照群 の 傾 く右 半球

53 ．9 士7 ． 1
，
左 半球5 3 ．1 士 7 ．4I に 比 べ て

， 両半球 と も

767

有意 に 低か っ た くp く0 ．0 1フ．

各脳領域 ごと の 比 較 で も
，
表 2 の ごと く 左右12 部

位す べ て に お い て
， 分 裂病群 で は 有意 な血 流減退 を

認め た くp く0 月5 － 仇0 0 い ． な か で も ， 左 前頭領域の 血

流減退 が 著明で あ っ た く対照群56 ． 2 士8 ． 1
， 分裂病群

49 ． 7 士 7 ． 1
，

こ の 部位の み p く0 ．0 0 1つ．

2 ． 局所分布値

局所分 布値に よ っ て表さ れ る相対的な血 流分布 は ，

対照群 で は左 右半球 と も前方か ら 後方 に か け て 血 流

が漸減 する ，
い わ ゆ る前頭優位性 を示 し て い た ． こ

れ に 対し て 分裂病 群で は
，
右半球 で は前頭 優位性 を

示 す も の の
，
左半球 で は血 流分布 に 異常 な パ タ ー ン

が 認め ら れ た ． す な わ ち
， 右半球 の 前頭領 域 の 局所

分 布値は
，
対照群が104 ． 4 士4 ．8 ％， 分裂病群が104 ． 5

士 4 ． 3 ％と差が な い の に 対 し
，
左 前頭領域 で は

．
対照

群が10 6 ．0 士5 ． 2 ％ ． 分裂病群が102 ． 9 士 4 ． 3 ％ と 分裂

病群に お い て有意 に 減退し て い た くp く0 ．0 1
， 表 2 ト

ま た 左側 の 前頭 中心領域 で は
， 対 照 群 が1 0 2 ． 2 士

4 ． 2 ％ で あ る の に 対 し ， 分裂病群で は10 4 ． 6 士3 ． 5 ％と

若干 の 相対 的な血 流 上 昇を認 めた くp く0 ．0 5う． そ の他

の 領域で は
， 分裂病群と 対照群と の 間に 有意 な 差 は

な か っ た ．

3 ． L a t e r alit y i n d e x

表3 に 示 す よう に 半球平均血流値の 1 a t e r alit y

i n d e x は
，

正常群が － 0 ． 8 士 1 ． 6
． 分裂病群が － 0 ．9 士

1 ． 1 で あ り
， 両群 と も若干右半球が優位 で あ っ た ． 各

脳領域 ごと の 比 較 で は
，

前頭領域 で 正 常群 は0 ， 0 士

2 ． 3 と左 右差を 認 め な い の に 対 し ， 分裂病群 で－は －

1 ． 7 士2 ． 7 と 有意に 低値 を示 し くp く0 ．0 51 ． 右側が 優位

で あ っ た ． その 他 の 領 域 で は
， 両群 間で 1 a t e r ali t y

in d e x に 有意な 差は な か っ た ．

工王 ． 臨床症状 と の 関連

B P R S の 平均総得点 は38 ．1 士8 ． 2 点 ，
S A N S の 要

T a bl e 3 ． C o m p a ri s o n b e t w e e n c o n t r o I s a n d s c h i z o p h r e n i c s o n

l a t e r a li t y i n d e x e s

C o n t r o I s S c h i z o p h r e ni c s

F r o n t alくFI

F r o n t o c e n t r a lくF C I

T e m p o r a lくTI

C e n tr o p a ri e t a lくC PI

T e m p o r o p a ri et alくT PI

p a r i e t alくPう

H e m i s p h e ri c m e a n

0 ．0 士2 ．3

－ 0 ．7 士 3 ．3

0 ．0 士2 ．7

－ 2 ．1 士3 ．0

－

0 て士3 ．5

－ l ．3 士2 ．9

－ 0 ．8 士1 ．6

－ 1 ．7 士2 てホ

0 ．5 士3 ．0

0 ．0 士2 ．5

－1 ．6 士2 ．9

－1 ．6 士2 ，6

－ 1 ．3 士3 ．1

－ 0 ．9 士l ．1

T h e r e s ult s a r e p r e s e n t e d a s m e a n s 士 S D ニ
ホ

p く0 ．0 5 ， C O m P a r e d t o

C O n t r O I s くS t u d e n t
，

s t t e s tI ．



7 6 8

約得点 は10 ． 2 士3 ． 9 点 ， 総 合得 点 は4 9 ． 2 士2 1 ． 6 点 で

あ っ た ． B P R S の 1 6項 目の 得点お よ ぴ S A N S の 5 項

目の得 点， 要約得点 ， 総合得点の 分布 に は必 ず し も

正 規性が認 め ら れ な か っ た た め
， 脳 血 流 の 変数 と の

間の 相関の 検討の た め に
，
S p e a r m a n の 順位 相 関係

数 を算出 した ． 結果 は表 4 に 示 す 通 り で あ る が
，
表

中の相関係数は統計学的 に 有意性 の 認 め ら れ た も の

の み を表示 して あ る ．

ま ず対照群 との 間に 有 意差の 認 め ら れ た脳 血 流 の

変数と の 間 の 相関 に つ い て 述 べ る ． 左 右の 半 球平均

血 流値 は ，
B P R S の 罪業感の 項 目 の 得点と 正 の 相 関

くp く0 ．0 5う， 誇張の 得点 と は 負の 相関 くp く0 ．0 51 を示

して い た ． 左前頭領域の 局所分布値 は
，

B P R S の 感

情鈍麻の得 点 くp く0 ．0 1l ，
S A N S の 意欲 ． 発 動性 欠

如 くp く0 ．0 引 ， 注意の 障害の 得点 くp く0 ．0 引
，
要約得

点 くp く0 ．0 引 お よび 総合得 点 くp く0 ，0 引 と そ れ ぞれ

負の相関 を示 した ．

さ ら に
，
対照群と の 間に 差の 認 め ら れ な か っ た 脳

血流 の変数 に つ い て も ， 臨床症状 評 価点 と の 間 に い

く つ か の有意 な相関が み られ た ． な か で も 左頭 頂領

域の 局所分布値 は
，
B P R S の 緊張 くp く0 ．0 1l ， 運動遅

滞 くp く0 ．0 5l ， 感情鈍麻 の 得 点 くp く0 ．0 1l
，
S A N S の

意欲 ． 発 動 性 欠 如 の 得 点 くp く0
．0 い

，
要 約 得 点

くp く0 ．0 51
，
総合得点 くp く0 ．0 引 と そ れ ぞ れ正 の 相関

を示 し
，
臨床症状 と の 関連 が比 較 的強く認 め ら れ た ．

m ． 神経心 理 学的検査 と の 関連

W A I S の 成績 は
，
全検 査 IQ が91 ． 6 士1 2 ．2 く7 2

－

1 32I ， 言語性 IQ が95 ． 4 士1 5 ． 3
，
動作性IQ が88 ．9 士

10 ． 7 で あ っ た ． W M S の 記憶指数 M Q は93 ．0 士1 3 ．6

で あ っ た ． W C S T の 保続的誤り は2 1 ． 6 士 20 ． 5 個
， 達

成 カ テ ゴ リ
ー

数は4 ．2 士2 ．1 で あ り
，
B e n t o n 視覚記銘

検 査 の 正 答数は6 ． 9 士2 ． 0 ， 誤謬数は5 ． 1 士 3 ． 9 で あ っ

た ． 4 種の 神経心 理 学的検査の 成 績 と 局所 脳血流の

変数と の 間の ，
S p e a r m a n 順位相関係数 を計算した ．

結果 は表 5 に 示 す が
，

こ の 場合も 統 計学 的 に 有意性

の 認 め られ た もの の み を表示 して あ る ．

左 右 の 半球平均血流債 と
．

W M S の 数 唱 問題の 得

点 お よ びM Q と の 間に は正 の 相 関が み ら れ た くい ず

れ も p く0 ．0 引 ． 左 前頭領 域 の 局所 分布値 は
，

W M S

の 数唱問題 の 得点 と は 正 の 相 関 くp く0
．
0 51 ， B e n t o n

視覚 記銘検 査の 誤 謬数と は 負の 相 関 くp く0 ．0引 を示

し
，

W C S T の 達成 カ テ ゴ リ ー 数 tr s
ニ 0 ．281 お よ び

B e n t o n 視覚記銘検査 の 正 答数 くr
声

二 0 ．3 21 と も正 の

相関傾向 くp く0 ．1う を示 し て い た ．

そ の 他 に は
， 右 中心 頭頂 領域 の 局 所分 布値 は

，

W M S の 視 覚 再 生 お よ び M Q と は 正 の 相 関，

W C S T の 保続的誤 り の 数お よ び B e n t o n 視覚記銘検

査 の 誤謬数 と は負 の 相関 を示 し た ． ま た 左 側頭頭頂

領域 の 局所 分布値 は
，

W A I S の 全検査 IQ お よ び言

語 性 IQ ，
W M S の 数 唱 問 題 の 得 点 お よ び M Q ，

W C S T の達 成カ テ ゴ リ ー 数 ，
B e n t o n 視覚記銘検査

の 正 答数と はい ずれ も 負の 相関を 示 し
，
誤 謬数とは

正 の 相関 を示 した ．

I V ． 男 女差 に つ い て

正 常対照 群 に お い て ， 左右の 半球 平均 血 流値は
，

女性 く右56 ． 1 士6 ． 6
， 左5 5 ． 3 士7 ．4う の 方 が 男性 く右
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精神分裂性障害患者の 局所脳血流

52 ． 8 士6 ． 9 ， 左5 2 ■0 士 7 － 0ユ よ り若干高値 を 示 し たが
，

統計学的に は有意差 は な か っ た ． 局所 分 布 値 で は
，

右中心 頭頂領域 に お い て
， 女性1 0 3 ． 7 士 3 ． 8 ％ に 対 し

て男性1 0 0 ． 5 士2 ． 7 ％ と
， 女性 が や や 高値 で あ っ た

くp く0 ．0 5フ 以 外 ， 差 は認 め られ な か っ た ． 前頭領 域

の局所分布値 は
，
統計学的に は有意 で は な い も の の

，

左右半球 と も 女性 く右1 0 5 ． 8 士4 ． 3 ％ ， 左1 0 7 ． 8 士

6 ，6 ％J の 方が 男 性 く右1 03 ． 7 士4 ． 7 ％ ， 左1 0 5 ． 1 士

3 ．9 ％l よ り 高値 を示 し た ． 1 a t e r alit y i n d e x に は差は

なか っ た ．

分裂病群で は
． 半球 平均血 流値 は女性 く右4 8 ． 7 士

6 ．9
，
左4 7 ． 8 士6 ．51 と 男性 く右49 ． 4 士 6 ．4

， 左48 ． 5 士

6 ． 1I との 間に 明 ら か な差 は な か っ た ． 前頭領域 の 局

所分布 値 は ， 女 性 く右1 07 ． 2 士 3 ． 2 ％ ， 左1 0 4 ． 1 士

4 ．6 ％う の 方が
， 男性 く右103 ． 1 士4 ．0 ％ ， 左1 0 2 ． 3 士

3 ．9 ％1 よ り 高値 を示 し
， 右半球で は統 計学的 に 有意

であ っ た くp く0 ．
0 1 ト ま た 右頭頂 領域 の 局 所分 布値

は
，
男性95 ． 6 士 4 ． 2 ％

，
女 性91 ，5 士3 ． 9 ％ と 男性 の 方

が高値で あ っ た くp くO
．
O ll ． l a t e r a li ty i n d e x に は男

女差は認め られ な か っ た ．

B P R S お よ び S A N S の 評価点 に は男女間 に 差は な

か っ た ． 神経心理 学的検査の 成績で は
，
W M S の 視覚

再生の 得点が 男性 く1 1 ．4 士1 ． 8 点I の 方が女性 く8 ．8 士

3 ，0 創 よ り 高か っ た くp く0 ．0 51 以 外
，
差は 認め ら れ

なか っ た ． ま た 年齢
，

教育年数 に は男女差は な い が
，

平均愕病期間は 男性58 ．1 士5 4 ． 8 月
， 女性9 2 ， 8 士 6 5 ． 7

月であ り
，
C P Z 換算量 に つ い て も男性 45 0 ．7 士39 9 ．7 －

m gld a y ， ， 女性 749 ．5 士5 1 2 ．1 m gノd a y と ，
い ずれ も統

計学的に は 有意 な差 は な い も の の
， 女性 の 方が 高値

で あ っ た ．

V ． その 他 の 諸因子 と 局 所脳 血流 と の 関連

年齢 ， 教育年数 ， 躍病期間お よ び C P Z 換算量 と 局

769

所脳血 流 く半球平均血流 お よび 局所 分布値う と の 関

連 に つ い て
，
S p e a r m a n の順位相関係 数 を算 出 し て

検討 し た ．

1 ． 年齢

正 常群お よ び 分裂病群と も に
， 年齢 と 半球平均 血

流 に は 有意 な相関 は認め ら れ な か っ た ． 正常群 で は
，

前頭領域の 局所分 布値は 左右 と も 年齢の 増 加 と と も

に 低下 して い たが 佑 半球
．

r s ニ
ー

0 ．5 6
， p く0 ．0 1i 左半

球
，
r S

ニ ー0 ．3 9
， p く0 ．0 5う ， 分裂病群で は こ の 相関 は失

わ れ て い た ． 正 常群 で は他 に
， 右頭頂領 域 の 局所 分

布 債 は
， 年 齢 と と も に 増 加 し て い た くr s ニ 0 ．4 7

，

p く0 ．011 ．

2 ． 教育年数

正 常群で は
， 教育年数 と半球 平 均血流値 と の 有意

な相関 は認め ら れ ず， 局所分布値 と は
， わ ずか に 右

頭頂領域の 局所 分布値の み が教育 年数と 有意 な正 の

相関 を示 した けs
ニ 0 ．4 7

， p く0 ．0 い ．

一 方の 分裂病群 で

も ， 左側頭領域 の 局所分布値が 教育 年数 と有 意 な 正

の 相関 を示 した の み で あ っ た くr s ニ 0 ．3 3
， p く0 ．0 5 L

3 ． 確病 期間

確病 期間と半球平均血流偲お よ び 前頭 領域 の 局所

分布値 と の 問に は有意な相関 は認 め ら れ ず
，

そ の 他

の 領域 で は
，
右 中心頭頂領域の 局所分布 値 と確 病期

間と の 間に 有意 な負の 相関が 認め ら れた くr s
ニ ー0

．5 5
，

p く0 ．0 い ．

4 ． C P Z 換 算量

C P Z 換算量 に つ い て も ， 半球平均血流値や 前頭領

域 の 局所分 布値 と の 間に は 有意な 相関 は認 め ら れ な

か っ た ． し か し
，
右側面領域 の 局所分布値 は C P Z 換

算量 と正 の 相関くr s
ニ 0 ．5 2

， p く0 ．0 1う， 右頭頂領域の 局

所 分 布 値 は 負 の 相 関 を 示 し て い た くr
s
ニ ニーー0 ．3 3

，

p く0 ．0 51 ．
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考 察

健常者で は
，
安静間隙時 の 局 所脳 血 流 は 前頭優位

の 分布 パ タ
ー ン を 示 す こ と が報 告さ れ て お り

瑚
， 本研

究に お け る対照群で も 同様 の 結 果 で あ っ た － 工n g v a r

8 t F r an Z e n は ，

la3
X e 左内頸動脈注入 法に よ る 一 連の

研究 に お い て
， 慢性分裂病患者の 安 静時 の 左 半球平

均血 流 は対照群 と差が な い もの の
，

左 半球内 の 局 所

脳血流分布 は対照群 と は逆 の パ タ
ー ン を示 し ， 対 照

群 で認 め られ る 前頭優位性が 減退 し て お り ， 逆 に 後

方領域 の 血流が 増加 して い る と報 告 した
酬 一 児，

－ ま た

無関心 ， 不活発や 自閉の 程度が 強 い ほ ど 左 前頭 領域

の血 流は低 く
，
幻聴 を も含 む認知障 害 の 程度 が 強 い

ほ ど左後 方領域 の 血 流が 高 か っ た と い う ■ そ の 後

1 刃
X e 吸入 法が 開発 さ れ て か ら

，
分裂病 の 局 所脳血 流

に つ い て い くつ か の 報 告が ある ．

ま ず分裂病 の安静時の 半球平均血流量に つ い て は ，

前述の ごと く
，

I n g v a r 8 t F r a n z e n は異常を 認め て い

な い が
， 彼ら の報告で は ア ル コ ー ル 症 患者 を 対照 と

して用 い て い る こ と に 若干 の 問題 が残 る ．

13
認 e 吸 入

法に よ る報告で は
，
M a th e w ら

糊
，
A ri el ら

掬
は半球

平均血流値 の低下 を認 め
，

M u b ri n ら
狗

，
K u r a ch i ら

脚

も低下の 傾向を認 め て い るが
，

W ei n b e r g e r ら
15

切

検討 で は善が な く
．

G u r ら
醐

に よれ ばむ し ろ高値 を

示 し た とい う ． ま た
1 幻

X e 静 注法 を用t l た 内野 ら
叫

は
，
半球平均血流低下 を認 め て い る ． こ の よ う に

一

致 した見解 は未だ 得ら れ て い な い の が 現状 で あ る ．

今回 の検討 で は
，
分裂病 患者の 左 右 半球 平 均血 流 は

健常対照群 の 約91 ％の 値 で 有意 な減退が 認め ら れ た ．

こ の こ と は大脳皮質全体の 機能低 下 を 示 唆 す る 所見

で あるが ， 大脳 全般の 活動性 の 低 下 の み で
，
分裂病

で み られ る多彩な症状 を説明 す る こ と は困 難 と 思わ

れ る ． 今回 の 検討 で も ， 半球 平均 血 流値 と 分 裂病 に

特徴的な症状 との 相関は 乏 しか っ た ． ま た 血 流絶対

値は 急性 の呼吸 変動 に よ る 血 液中の C O 2 分圧 の 変 化

の影響を受 け る た め
，
評価す る際 に は注意 を要す る －

C O 2 分圧 に 応 じ た 補 正 法 も い く つ か 提 案 さ れ て

い る が
11祖l－

，
必ず しも確 立 さ れ た も の で はな い の で

，

局所 の脳領域 に つ い て検討 す る と き は
，
相 対的 な 局

所脳 血流 の指標 で あ る局 所分布値 な ど を 評価 す る 方

が よ り有用 で あ る と考 えら れ る ．

分裂病 に お い て 前頭葉 に 機能障 害が あ る か ど う か

は重要な 問題で あ るが ， 安静時 の 前頭 部血 流 に つ い

て は
，
I n g v a r 良二 F r a n z e n の 報告 以後，

A ri el ら
131

，

K u r a c h i ら
l 朋 お よ び W ei n b e r g e r ら

IS，

は前頭領域の

相対的な 血流低下 を認 めて い る ． また M u b ri n ら
謝
は

30 歳以 上 の 群で
， 内野 ら

40，
も 治療歴 2 年 以上 の 慢性例

に お い て は
， 前頭優 位性 の 減退 が み ら れ た と し て い

る ． こ れ に 対 し
，
M a th e w ら

3 4，3 5，

，
G u r ら

38，39，
は認 めて

い な い ． 今 回 の 検討 で は
，

左 前頭領 域 の 相対的な血

流分 布の 減退 お よ び 前頭領域 に お け る右 ン 左 の 左右

差 が 認 めら れ た ． な お 分裂病 に お け る 前頭優位性の

減退 くい わ ゆる h y p o f r o n t ality 仮説l に つ い て は
，

ポ ジ ト ロ ン C T に よ る局所脳代謝の 検 討で も
． 支持

す る も の
16 ト 加I

と 否 定的な も の
42 ト ヰ6

が あ り
，

一 定の 見解

は得 ら れ て い な い ．

健 常者の 安静時局所脳血 流 で 認 め ら れ る前頭 優位

性 の 意 義 に つ い て は
， 必ず し も 明 ら か で は な い ．

工n g v a r
卸
憶

，
安静条件下で は

，
後方 領域 へ の 感覚入力

は抑制 さ れ て い るの に 対 し
， 前頭領 域 で は 将来の出

来事 に 対す る 行動様式 の 予 測的準備 が 内的 に 行なわ

れ て い る た め に
，

前頭優位性が 生 じ る も の と推測し

た ． P r o b o v ni k ら りは さ ら に 積極的 に
， 前頭優位性と

覚醒 の 維持 ，
高次の 認知お よ び 行動 の 全般 的統制な

どよ り 多く の 前頭葉機能 との 関連 を 考 え て い る ． 前

頭優 位性は 非特異的 な覚醒水準の 低 下 に よ っ て減退

す る こ と が 指摘 さ れ て い る の で
鋤

， 分裂病 の by p o
．

f r o n t a li ty に つ い て論 じ る とき は ， 分裂病患者と健常

者の 間 の 覚醒水準の 違い を考慮す る 必 要 が あ るが ，

本研究 で は測定中の 眠 気 は可能な 限り 除外 した ．

分裂病 に お け る半球間の 左右差に つ い て は
，

19 69

年 に Fl o r
－ H e n r y

咄
が 側頭葉て ん か ん に 伴 う精神症状

の 観察か ら
，
左側 焦点の 場合 に 分裂 病様 の 精神症状

が 多 い こ と を報告 して 以 来 ，
分裂 病患 者 の 左 半球機

能障害が 主 と して 注目さ れ て き た ■ 分裂病 患者を対

象に し た そ の 後の 検討 で も
，

左 半球 機能 障害を示唆

す る 報告は 少な く な い
4勤

． G u r ら
3 醐 1

は左 右差を中心

に 分 裂病 患者の 局 所 脳血 流 を検討 し て い る が
，

それ

に よ る と
，

安静時と 言語的課 題 お よ び 空間的課 題を

行 なわ せ た 時の 局 所脳血 流の 比較 か ら
．

分裂病では

左 半球 の O V e r a C ti v a ti o n の 所見が み ら れ た と して い

る ， 今 回認 め られ た前頭領域の 血流 減退 は 左 半球に

限定さ れ て お り ， ま た1 a t e r a li ty i n d e x で も前頭領域

で 対照群よ りさ ら に 右側優位 で あ っ た こ と は
．
半球

間左 右差の 観点か ら は
，

左 半球機 能障 害 を示 唆 す る

もの で あ る ． し か し
13 3
X e 吸 入 法の 場 合．

検出器 が同

側 半球 か ら の み で な く ， 反 対側半球 か ら の y 線の影

響 も あ る程 度受 け る と い う
，

い わ ゆ る C r O S S t al k が

生 じる こ と が左 右差 の 検 出感度 を鈍 く しノ て い る とい

ぅ こ と も あ る た め
12I

，
半球問の 左右差 を詳細に 検する

の に は ， 今回 の よ う な 安静時の み の 測定 で は不十分

と考 え られ
，

左 右半球の 活動に 特 異 的な 賦 掛去の僻



精神分裂性障害患者の 局所脳血 流

用が望ま し い ．

分裂病 の hy p o f r o n t alit y 仮 説の 根拠 の ひ と つ と し

て
，
分裂病 の 精神症状 と 前頭葉損傷 に よ る症 状 と の

類似が挙 げ られ る ． す な わ ち 分裂病 に 特徴的 な 感情

鈍麻， 自発性の 減退 ， 無為 ． 病識欠如な どの い わ ゆ る

陰性症状
50I

に対応する症状は
， 前頭葉の 損傷 に よ り生 じ

る症状
Sl一

に よく 似て い る ． それ ゆ えに
， 局所脳 血 流で

認められ る 前頭部 の 血 流 減退 と 分裂病 に 特 徴的 な 症

状との 関連 が 示 さ れ る場 合 は ， h y p o f r o n t alit y が 分

裂病の 病的過程 に 起因 す る もの で あ る 可能 性が 強く

なる と考 えら れ る ． し か し I n g v a r 良二 F r a n z e n の 初

期の報告以来
，
局所脳血流と 臨床 症 状 と の 関連 に つ

い て詳細に 検討 し た報告 は見あた ら な い ． 今回 の 結

果では
，
分裂病 に お い て左 前頭領 域 の 相対 的血流 分

布が減退 し て お り
， ま たそ れ が低 い ほ ど

，
B P R S の

感情鈍麻の 得点お よ び S A N S の 意欲 ． 発動 性欠如 ，

注意障害の 得点 ． 要約得点 ， 総合得点が 高か っ た ． こ

れらの 所見 は I n g v a r 良二 F r a n z 6 n の 報告と
一 致し て

おり ， 分裂病で は 左前頭葉 の 機能 障害 が 存在 し
， 陰

性症状の 少な く と も．冊
一 部は それ に 関連 し て い る こ と

を示唆し て い る 点で注目 に 値す る ． 左 半 球 に お い て

の み 前頭優位性 の 減退 が み られ た こ と は
，

A ri el ら
1 31

の 報告と
一

致 す る も の で あ り
，

G old e n ら
5の

に よ る 左

前頭葉の C T d e n sit y の 低下の 所見と も対 応す る も

の である か も しれ な い
．

左頭頂領域 の 局 所分 布値が
，

B P R S の 運 動遅滞 ，

感情鈍 麻な どの 得点や S A N S の い く つ か の 項 目の 得

点と正 の 相 関を示 した こ と も 見逃 す こ と の 出来 な い

所見であ る が
，

こ の 領域で は血 流分布 に 正 常 人 と の

差異 が認 め られ な か っ た の で
， そ の 意 義 は左 前頭領

域の場合よ り も小 さ い と 考え ら れ る ． 局所 分 布値 は

半球内に お ける 血 流 の 相対的な 分布 を 表す 指 標 で あ

るか ら
，
以 上 の 所見は

，
左 半球前 方 部 の 血 流 分布 の

低下お よ び後方郎の 血 流分布 の と昇 と しユ う ． よ り広

い 意味で の h y p o f r o n t al p a tt e r n が 陰性 症 状 と 関連

する こ と を示 す と 解釈 す る こ と も で き る か も知 れ な

本研究 では
， 幻覚 ， 妄想

． 自我障害な どの い わ ゆ る

陽性症状
5り－

と局 所 脳血 流 の 異常 と の 相 関 は 乏 し く ，

B P R S の 評価 点と の 関係 で は
， わ ず か に 晴疑 の 得点

が右前頭中心 領域 の 血 流分布と 負の 相 関
， 石頭 頂領

域の 血流分布と正 の 相関 を示 し た 程度 で あ っ た ． 幻

覚体験 や通 常 で な い 思考内容の 得点 と の 相 関は み ら

れず
， 幻覚 と側頭一叫頑頂 一後頭領 域 の 血 流 と の 関連

を認め た 従来の 報告
14I3 3，35

切 所 見 は 支持 さ れ な か っ

た ．

77 1

神経心理 学的検査 と局所脳血 流 と の 相 関の 検討 に

お い て も
， 異常 の 認 めら れ た局所脳 血 流 の 変数 だ け

でな く
． 異常の 認め られ な か っ た も の と も い く つ か

の 有意な相関が み られ た ． 神経心 理 学的検査 の 成績

が
， あ る程度局所的な脳 の機能状態 に 影響 さ れ る と

す れ ば
． 局所脳血流の 異常 の 有無 に 関わ ら ず

，
そ れ

ら の 間に 相関が 認め られ る こ と は 不思嵩 で は な い
．

し か し 分裂病の 病態 と の関連に お い て は
， 局所 脳血

流の 異 常と い か な る認知機 能の 障害が 関 係す る か と

い う こ とが 第 一

に 注目さ れ る べ き と 考 え ら れ る ． 今

回 の 結果 で は
，
左右の 半球 平均血 流お よ び左 前頭 領

域 の 局所分布値 と も
，

そ の 減退 の 程 度が 大 き い ほ ど

い く つ か の神経心 理 学的検査 の 成績が不良 で あ っ た ．

す なわ ち
， 左右 の 半球平均血流 は W M S の 数唱問題

の 得点お よ び M Q と正 の 相関を 示 し
，
左前頭領域 の

局所分 布値 は W M S の 数唱 問題 の得 点 と は 正 の 相

乳 W C S T の 達成 カ テ ゴ リ ー 数 とは 正 の相関傾向 ，

B e n t o n 視覚記銘検査の 誤 謬数 と は負 の 相関 を 示 し

た － W C S T に つ い て は
． 前頭葉琴隆面の器質損傷例

で は達成 カ テ ゴ リ ー 数が少な く
， 保続的誤 りが 多 い

こ と
為1

， 特 に 左前頭葉損傷 に よ り成績 の低下す る こ と

が 指摘 され て い る
瑚

． 従 っ て ， 本研究の 所見は分裂痛

患者 の 左前頭葉機能障害説に 合致 する と考 え られ る ．

ま た左前頭領域 の 局所分布傍 が W M S の 数唱問題の

得点 と正 の 相関を示 し た こ と は
，
C h a s e ら

S4，

の ポ ジ ト

ロ ン C T に よ る報告 と同様 の 所見 で あ り
， 分裂病患

者の 注意障害と前頭葉機能障害 と の 関連 を 示 唆 す る

もの で あ る ．

男女差 に つ い て は
，

こ れ ま で に
， 健常 人 で は 女性

の 方 が 半球平均血 流が 高い く特 に20 －30 歳台 に お い

て1 と い う 報告 はあ る が
5 靭

，
分裂病患者の 局 所 脳血

流に つ い て 男女 別に 検討し た も の は G u r ら
郎 別

の 開

瞼時の 測定報告の み の よう で あ る ． そ れ に よ れ ば
，

健常人 の み なら ず 分裂病患者で も ， 女性 の 方 が 男性

よ り 半球平均血 流が 高か っ た と い う ． 今 回 の 結 果で

は
，

ま ず半球平均血 流 は
，

正常群 で は女性 の 方が や

や 高値 く統計学 的に 有意で は な いう で あ っ たが
， 分裂

病群 で は差が な か っ た ． 次 に 前頭 領域の 局 所分 布 値

が ， 対照 群に お い て も
， 分裂病群に お い ても

，
女性の

方が 若干高 い 傾向 を示 し た こ と は 興 味 あ る 所見 で あ

る ． も し 前頭部の 血流が元 来男性 に お い てよ り低く
．

前頭葉を侵聾す る疾患に 愕思 し た場 合の 予 備 的 な機

能が 乏 し い と い う 事情が あ るの な ら ば
，

そ れ は 男性

分 裂病 患者 に よ り典型 的な 欠陥症状 が 多い と い う 観

察
5715 8

切 説明 に な る か も しれ ず
，

さ ら に は ， 加齢 に 伴

う 前頭優位性の 減退 の 程度が 男性 に お い て よ り 大き
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い とい う指摘
59－
と と も に

， 男性患者 の 方が 長期 予 後が

不良で ある
醐 鋤

くこ れ に つ い て は 異論 も あ る
61

り こ と

の 生 物学的
山

因 をな し て い る も の か も 知 れ な い ． 認

知機能 や半球機能分化 な どに お い て 男女 差 が 存 在す

ると い わ れ て い るが
弼

， 分裂病 に お け る男女差 の 問題

に 関 して今 後は 系統的な 研究が 必要で あ ろう ．

今回 の 検討で は
， 分裂病患者 に お け る 左前 頭部 の

血流減退が
， 陰性症状 を主体 と す る状 態像 と 相 関す

る と 言う結果が 得 られ た が
， 先 に も ふ れ た よ う に

，

分裂病 の 安静時脳血流に 関す る 諸家 の 報 告は 必 ず し

も
一 致 した 結論 に は達 して い な い ． こ の 文献 上 の 不

一 致 の理 由と して は
，

W e in b e r g e r ら
1 5
切 指摘の ごと

く ， 安静 と い う 条件が与 え る 心理 的状 態 が 症例 間で

大 き く異な る可能性が 高く ， 安静条 件が 均 一

な 検査

条件 と はな り に く い とい う こ とや
，
症例 選択 あ る い

は計算方法の 違い な どを考慮 し な けれ ばな ら な い ．

ま た そ れ以外 に も脳血 流 は 年齢 ， 教育 水準 ，
薬 剤な

どの 影響 を受 けて 変化す る 可能 性 が あ る ． そ の た め

本研究で は
， 分裂病の 局所脳血 流 に 影響 し得 る い く

っ か の因子 の 関与 に つ い て も検討 し た ■

1 9
－

8 0 歳 の正 常 人1 05 例 を 対 象と し た M a t s u d a

ら呵の 報告 で は
， 半球 平 均血流 は年齢 の 増 加 に と も

な っ て減少 し
，

ま た血 流分布 の 前 頭優位 性 も 年 齢 と

と も に 漸減す る こ とが 示 さ れ て い る ． 加齢 に 伴 う 前

頭優位性 の減退 につ い て は M a m o ら
瑚

も報 告 して い

る ． 今回の結果 で は
， 対照群お よび 分裂病群 と も に

，

半球平均 血流 と年齢と の 相関 は認 め ら れ ず
， 前頭領

域 の局所分布 値と年齢 と は ， 対照 群 に お い て の み逆

相 関が み られ た ． 対象 の 年齢 を19
－

3 9 歳 と 比 較的 狭

い 範 囲に 限定 した こ とが
， 相関 の 乏 し か っ た 理 由 と

して 考え られ るが ， 分裂病群 に お い て 前頭 部 の 血 流

と年齢と の 相関が 失わ れ て い た こ と は
，

こ の 領 域 に

分裂病の病 的過程が 生 じて い る こ と を 示 唆 し て い る

の か も知れ な い
．

教育年数 は， 正常群 の 方が 分裂 病群 よ り 有意 に 長

か っ た ． しか し両群 と も に
，
教育 年 数 と半 球平 均血

流や前頭部 の血流分布 と の 相 関は 認 め ら れ ず
．
教育

水準の違 い が分裂病 に お け る局所脳 血 流 の 異 常 と関

連 して い る 可能性 は低い ．

次 に
，
躍病期間と前頭部の 血 流 と の 間 に 相関 が な

か っ た こ と は ， 前頭優位性 の 減退 が 分裂病 の 慢性 化

に 伴 う もの で ある と い う
一 部 の 見解

抑 刷
と

一 致 しな

い ． こ れ は K u r a c h i ら
嘲
も指摘す る ご と く

，
生 物学

的治療や リ ハ ビリ テ
ー シ ョ ン の 成 果 を 反映 し て い る

もの か も知 れ な い ． し か し本研究 の 対 象症例 は ， 年

齢層 の幅が 狭く ．
ほ と ん どが 躍病 期間1 0 年 未満 で あ

る こ と を差 し引 い て考 える 必 要が あ る ．

分 裂病 の 局所脳 血 流 に 対す る 服薬の 影響 に つ い て
，

こ れ ま で の 報 告で は ， 影響が ない と す る も の も ある

が
13 闘

， 非服薬患者 で 認 め られ た 前方部 で の 左 ン 右の

左 右差が 服薬患者で は均 等化さ れ て い た と す る もの

や
弛 39－

， 服薬患者で の み対照群 に 比 し て全脳血 流が低

下 し て い た と い う も の な どが ある
1 酬

． 服薬 に よ る局

所脳 血 流の 変 化に つ い て は
， 同

一

患者 に お い て 縦断

的に 服薬前後 の 比較 を行 な う こ と が 望 ま し い と考え

ら れ る ． こ の よ う な 報 告 に は
，

N il s s o n ら
65一

と

K u r a c h i ら
6 晒

忙 よ る も の が あ る が ，
N il s s o n ら

65I
に

ょれ ば
，

ハ ロ ペ リ ド
ー ル を 2 －3 週 間服 用 後 に

， 妄

想症状 の 改 善が著 し か っ た症例で は 半球 平均血 流の

減少 が み ら れ
，
特 に 前頭 一 側頭領域 に お ける 血 流減

少が 著明で あ っ た と 言う ． K u r a c h i ら
6 桝

も同様に半

球平均血 流が 低下す る 傾向が み ら れ た と し て い る ，

今回 の 結果 で は
，

C P Z 換算 童 と半球平 均血 流および

前頭領域 の 局所分布値 と の 間 に は相 関 が な く
，
間接

的な 証 拠か らで は あ る が
， 分裂病 に お け る 脳血 流の

異常 に 対す る服薬 の 関与は 乏し い も の と考 えられる ．

し か し抗精神病薬の 薬理 効果が 局 所脳 血流 の 変化と

し て反 映 さ れ る こ と は予 想さ れ る こ と で あ り
，

オ ー

トラ ジ オ グラ フ イ
ー

を用 い た動物実 験 で も
，

ハ ロ ペ

リ ド ー ル の 急 性 お よ び 慢 性投与 に よ り脳 内の グル

コ
ー ス 代 謝 に 変 化 が 生 じ る こ と が 報 告 さ れて い

る
瑚

． ま た 長期 間 の 服薬 に よ る 影響 も 無視 で き な

い ． 抗精神病薬の 脳血 流 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て
，
今

後 は動物実験 を含 め た検討が 必 要 と 考 え ら れ る ． ま

た抗 精神病 薬が 中脳皮質 ド
ー パ ミ ン 系 を 介 し て

， 前

頭 葉の 血流 に あ る程度特異的 な効 果 を 与 える 可 能性

は十分考 え られ る ． 最近で は ， 分裂病 に お け る前頭

葉機能障害 と して 報告さ れ る症状 の即
一 部 は ， 抗精神

病薬投与 に よる 医原 性の 変化 を反映 す る も の で ある

と い う 意見 も あ り
69I

，
症 状評 価 に 際 して は

，
分裂病の

純 粋な症状 と服薬 の 影響 を峻別 す る 姿勢 が さ ら に要

求さ れ る だ ろう ．

上 述の よう に ， 精神分裂 性障 害患 者の 局所脳血流

に は い く つ かの 異常が 認め ら れ た が ，
こ れ ら の 大脳

皮 質の 機能状態 に み られ る異常が ，

一 次性 の も の で

あ る か ， あ る い は
， 脳 の 他 の 部位 の 機能 障害 に伴う

二 次性の 異 常で あ る の か は明 ら か で は な い ．

133
X e 吸

入 法の 場合 は
，

主 と して 大脳皮質 の 二 次元 的 な情報

し か 得 られ ない が ， 脳 の 三 次元 的情 報ま で 得 られる

ポ ジ ト ロ ン C T に よ る検討で は
，
分裂病 患者の 大脳

基底核 の グ ル コ ー ス 代謝 に 異常が み られ る と の幸跨

が ある
16 囲

． また
，

ポ ジ ト ロ ン C T を用 い た
II
C ． メチ



精神分裂性障害患者の 局所 脳血 流

ル ス ピ ペ ロ ン の 受容体結合に つ い て の 検討 で は
，

服

薬歴の ない 分裂病患 者 で も ， 線条体 の D
2 ド

ー パ ミ ン

受容体密度が増加 して い る と い う
叩

． 皮質下灰 白質の

器質性病変に よ り ， 前頭葉の グ ル コ ー ス 代 謝が 低 下

する こと が 指摘 され て い る が
71－

． 前頭葉 は解剖学的に

他の 大脳皮質領域や 辺 緑系 ， 皮質 下 の 構造 な ど と 広

範な繊維連絡 を有 す るの で
72I

， 分裂病 に お け る前頭部

の 血流減退 も ， 皮質下構造や辺 緑 系 な どの 皮質深 部

の 機能障害に 伴う 二 次性の 変化 で あ る 可 能性 も 考 え

られ る ．

局所脳血 流 の 症例問の 変動 は大 き く ， 脳 波の 基 礎

律動な どと 同様 に
， そ の 正 常範囲 は 非 常 に 幅 の 広 い

もの で あ る ． その ため
， 分裂病 の よ う な 機能 性精神

障害患者に 局所脳血 流の 異常が み ら れ る と し て も
，

それ はあ く ま でも 統計学的な差 と し て 認 め ら れ る偏

位で あ っ て
， 多く の 場 合 ， 個 々 の 症 例 に つ い て 異常

である か 否 か を決定す る こ と は困難 で あ る ． ま た局

所脳血 流は ， 先述の よ う に 疾患の 病 態 と は 直 接関係

の な い 多くの 因 子 の 影響を受 け て変化す る ． そ こ で
，

今回行 っ たよ う な横 断的な検討の み で な く ， 同 一 症

例の 縦断的検討も併 せ て 行い
， 臨床 症 状 の 変化 な ど

との 関連 を検討す れ ば ， 病態 に 関係 し た脳 機能 の 変

化がよ り明ら か に な っ て く る可 能性が あ る ．

1 刀

X e 吸

入法は
， 非侵襲 的か つ 比 較的簡便 で 繰 り 返 し検 査 が

可能と い う 利点が あ り
，

ま た こ れ ま で
， 分裂病 の 同

一 症例に つ い て ， 局所脳血流所見の 再 現 性 を検 討 し

た報告は見あ た ら な い の で
，

そ の 意味 で も 縦 断的検

討がなさ れ る こ と が望 ま し い ．

さ ら に
，
局所脳血 流 な どに 反 映 さ れ る脳 の 機 能的

変化が ， 他の 精神生 理 学的異常や X 線 C T な どで み

られる形 態学的異常 な どと どの よ う に 関連 し て い る

の かも
， 今の と こ ろ ほと ん ど調 べ られ て い な い

73，
． 今

回は神経心 理学 的検査 と組み 合わ せ て ， 分裂病 患者

の脳機能に つ い て若 干の 知見 を得 た が
，

こ れ ら の 検

査を組み 合わ せ て ， 同 一 症例に つ い て よ り 多角 的 に

検討する こ と は
， 疾患 の 病態生理 の 理 解 の 手助 け と

なり得る も の と 考え ら れる ．

結 論

l

雫 e 吸 入 法を用 い て
， 精神分裂性障害患者の 安静

時局所 脳血 流を測 定 し ， 臨床所見 と の 関係 に つ い て

検討し以 下の 成績 を得 た ．

1 ■ 分裂病患者で は
， 左 右の 半 球平 均血 流が 健 常

者に比 し て減退 し て い た ． ま た左 半球 で は前 頭領 域

の相対的血 流低下 ， す なわ ち 前頭優 位 性 の 減 退が 認

められ た ． 前頭領域の 1 a t e r a lit y i n d e x は健常者よ り

773

右側優位 で あ っ た ．

2 ． 左 前頭 領域 の 相対 的血流 分 布が 低 い ほ ど ，

B P R S の 感情鈍麻 ．
S A N S の 意欲 ． 発動性欠如

， 注

意障害な どの 評価点が高 く ， 陰性症状が 強か っ た ．

3 ． 神経心理 学的検査 と の 関係で は
， 左右 の 半球

平 均血 流が 低 い ほ ど ， W M S の数唱問題 の 得点 お よ

び M Q が 低か っ た ． ま た 左前頭領域の 相対的血流

分布が低 い ほ ど
，
W M S の数 唱問題お よ び B e n t o n 視

覚記銘検査 の 成績が 不良 で あり ．
W C S T の 達成 カ テ

ゴ リ ー 数が 少 な い傾 向が み られ た
0

以 上 か ら
， 分裂病 患者 で は左前頭葉の 機 能障 害が

存在 し1 それ が 陰性症状 を主体 と す る 状態 像や 認 知

障害の 一 部 と関係す る と考 えら れ た ． 他 に 分裂病 の

局 所脳血 流 に 対す る 年齢 ， 教育水準 ． 囁病期間， 服薬

の 影響 や男女差 に つ い て も検討し
，

若干 の 考察 を 加

えた ．
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1 4 2

，
5 6 4 ．5 7 1 く19 8 51 ．

2 11 A m e ri c a n P s y c h i a t ri c A s s o ci a ti o n ニ D i a g
，

n o sti c a n d S t a ti sti c al M a n n u a l o f M e n t al D is －

o r d e r s ，
T h i r d E d iti o n

， p 18 1－1 9 3
，

A P A
，

W a s hi n洋一

t o n
，
D ． C ．

，
1 9 8 0 ．

2 21 亀 山知 乱 丹 羽 真 一

． 平 松謙
一

，
斎 藤 治 こ精

神 分裂病 お よ び繰 う つ 病患者の 利 き 手 と 利き 眼 ． 精

神 医学
，

2 3
，
12 7 ト1 2 7 4 く1 9 8 11 －

23ナ 融 道男 こ 精神 分裂病 の 薬理 ， 中外医学 軋 東



精神分裂性障害患者の 局所脳血流

京 ，
19 8 3 －

24I P r o h o v n i k
，
I ．

，
K n u d s e n

，
E ． 及 R i s b e r g ，

J － こ

A c c u r a C y Of m o d el s a n d a r g o rith r n s f o r d e t e r mi －

n a ti o n of f a st －

C O m P a rt m e n t fl o w b y n o n i n v a si v e

1 33
X e cl e a r a n c e ． I n P ， L ． M a gi s tr e tti くed ．I ，

F u n c
－

ti o n al R a d i o n u clid e I m a gi n g of th e B r ai n
，
l st e d ．

，

p8 7 － 11 5
，
R a v e n P r e s s

，
N e w Y o r k ，

1 9 8 3 ．

2 5ナ 松 田博史ニ
133
X e 吸入 法 に よ る局 所脳血 流 に 関す

る研 究． 日 医放誌 ，
4 3

，
3 2 8 －3 4 8 く1 9 8 礼

卿 O v e r all
，
J ． E ．

8 t G o rh a m
，
D ． R ． こ T h e b ri ef

p s y c h i a t ri c r a ti n g s c al e ． P s y c h ol ■ R e p －
， 1 0

，
79 9 － 81 2

く196 2I ．

2 7I A n d r e a s e n
，

N ． C ． ニ T h e s c a l e f o r t h e a s
－

s e s s m e n t of n e g a ti v e s y m p t o m s くS A N S l ． I o w a

C ity ，
U ni v e r sit y o f I o w a ， 19 8 3 ．

卿 木場 清子 ， 中村 美 智子 ノ 平松 博 一 山 口 成良 ，

倉知正佳 ニ ウ エ ク ス ラ ー 記憶尺 度の 日 本語 版研 究一

分裂病 患者 と 正 常 者 の 比 較 山 ． 精 神 医 学 ，
3 0

，

6 35 － 64 2 り98 81 ．

29I M il n e r
，

B ． こ E ff e c t s o f diff e r e n t b r ai n l e
－

si o n s o n c a rd s o rti n g ． A r c h ． N e u r ol ．
，
9

，
1 0 0 －1 1 0

く19 6 31 ．

30I I n g v a r
，
D ．

of th e c e r e b r a l

w a k ef ul n e s s 二 O n

c o n s c i o u s s t a t e ．

け9 7 9I ．

3り I m g Y a r
，
D ．

tie s o f c e r eb r al

H ． ニ
ーL

H y p e rf r o n t a l
，，

di s t rib u ti o n

g r e y m a tt e r n o w i n r e sti n g

th e f u n c ti o n a l a n a t o m y of th e

A c t a N e u r ol ． S c a n d ．
，
6 0

，
1 2 －2 5

H ． 及 F r a n z e n
，
G ． ニ A b n o r m ali ，

bl o o d n o w d i st rib u ti o n in p a
．

tie n t s w ith c h r o n i c s c hi z o p h r e n i a ． A c t a P s y c hi a t ．

S c a n d ．
，
5 0

，
4 2 5 ．4 6 2 く1 9 7 4J ．

321 F r a n z e n
，

G ． 及 I n g v a r
，

D ． H ． ニ A b n o r m a l

dis trib u ti o n o f c e r eb r al a c ti vi ty i n c h r o n i c

S Ch i z o p h r e ni a ． J ． P s y c h i a t ． R e s ．
，

1 2
，

1 9 9 －2 1 4

く19 7 51 ．

33I I n g v a r
，

D ． H ． ニ A lm o I
－

m al d i s tr ib u ti o n o f

C e r e b r a l a c ti v lty i n c h r o n i c s c h i z o p h r e ni a こ A

n e u r o p h y s i ol o gi c al i n t e r p r e t a ti o n ． I n C ． F ． B a x t e r

及 T ． M el n e c h u k くe d s ．I ，
P e r s

I

p e c ti v e s i n S c hi z o
．

p h r e n i a R e s e a r c h
，
1 s t e d ．

． p IO 7－1 30
，
R a v e n P r e s s

，

N e w Y o r k ， 1 9 8 0 ．

叫 M a t h e w
， R ． J ．

，
M e y e r

，
J ． S ．

，
F r a n ci s

，
D ．

J ．
， S c h o o l a r

，
J ． C ．

，
W ei n m a n

，
M ． 段上M o r t el

，
K ．

F ． ニ R e gi o n al c e r e b r a l b l o o d fl o w i n s c h i z o p h r e－

ni a こ A p r eli m i n a r y r e p o r t ． A m ． J ． P s y c h i a t ry ，

13 8
，
11 2 ．1 1 3 く1 9 8 い．

7 75

35I M a t h e w
，

R ． J ．

，
D ll n C a n

，
G ． C ．

，
W ei n m a n

，

M ． L ． 鹿 B a r r
，

D ． L ． ニ R e gi o n al c e r e b r al b l o o d

fl o w in s c h i z o p h r e n i a ． A r ch ． G e n ． P s y c hi a t r y ，
3 9

，

1 1 2 1 ．11 2 4 く19 8 2J ．

3 61 M u b ri n
，

Z ．
，

li n e 22e V i c ， S ．
，

K o r e ti c ， D ．
，

L a zi c
，

L ． 鹿 J a v o rn i k
，

N
．
ニ R i gi o n al c e r e b r a l

bl o o d fl o w p a tt e r n s i n s ch i z o ph r e ni c p a ti e n ts ．

r C B F B u ll ． ， 3
，
4 3 －4 6 く1 9 8 2I ．

3 71 倉 知正 使 ， 小 林寛治
，
鈴木道雄

．
平松 博 ．

山

口 成 島
．
松 田博 史， 久田欣 －

， 桃井文夫二 前頭葉 と精

神 分 裂病
一

局 所 脳 血 流所 見 －

． 精神 医 学 ，
2 7

，

6 9 7 －7 0 3 く19 8 5I ．

3 8I G u r
，

R ． 駄
，
S k ol n i c k

，
B ．

E
．

，
G u r ， R ． C ．

，

C a r o f f
，
S ．

，
R i e g e r

，
W ．

，
O b ri st

，
W ． D

．
，

Y o um k i n
，

D ． 皮 R ei vi c h
，
M ． ニ B r a i n f u n c ti o n i n p s y c hi a t ri c

d i s o r d e r s こ I ． R e gi o n a l c e r e b r al bl o o d fl o w i n

m e di c a t e d s c h i z o p h r e ni c s ． A r c h ． G e n ． P s y c hi a t r y ，

4 0
，
1 2 5 0 －1 2 5 4 く1 9 831 ．

3 9ナ G n r
，

R ． E
り

G w
，

R ． C ．
，
S k ol n i c k

，
B ． E ．

，

C a r o ff
，
S ．

，
O b ri st

，
W ． D ．

，
R e s ni c k

，
S ． 及 R ei vi c h

，

M ． こ B r a i n f u n c ti o n i n p s y c hi a tri c d i s o rd e r s こ IIL

R e gi o n al c e r e b r a l b l o o d fl o w i n u n m e d i c a t e d

S C hi z o p h r e n i c s ． A r ch ． G e n ． P s y c h i a t r y ，
4 2

，
3 2 9 －3 34

く1 9 85I ．

4 0I 内野 淳
．

太 田保之
， 中根允 文， 広田典 祥 ， 米

倉正大 ． 森 弘 行 こ
133
X e 静注法 に よ る精神分裂病 患

者 の 局 所 脳血 流 に つ い て ． 精 神 雑 誌 ，
89

，
6 － 21

く19 871 ．

4 11 M a xi m ili a n
，
V ． A ．

，
P r o h o v n ik

，
I ． 及 R i s b e r g ，

J ． ニ C e r e b r al h e m o d y n a m i c r e s p o n s e t o m e n t al

a c ti v a ti o n i n n o r m o － a n d h y p e r c a p n e a ． S t r o k e ，

1 1
，
3 4 2 －3 4 7 く19 8 01 ．

4 21 D e Li si
，
L ． E ．

，
B u c h sb a u m

，
M ． S ．

，
H o I c o m b

，

H
．

H
． ， D o w li n g

－ Z i m m e r m a n
，

S ．
，

P ri c k a r
，

D ．
，

B o r o n o w
，
J ．

，
M o ri h i s a

， J ． M ．
，

V a n K a m m e n
，

D ．

P ．
，

C a r p e n t e r
，

W ．
，

K e s sl e r
，

R ． 及 C o h e n
，

R
．

M ． ニ C li n i c al c o r r el a t e s o f d e c r e a s e d a n t e r o p o st e ．

ri o r m et a b o li c g r a d i e n t s i n p o si t r o n e mi s si o n

t o m o g r a p h y t P E T l of s c h i z o p h r e n i c p a ti e n ts ．

A m ． J ． P s y c hi a t r y ．
1 4 2

，
7 8 －8 1 く1 9 8 51 ．

43I V olk o w
，
N ． D ．

，
W o lf

，
A ． P ．

，
G el d e r

，
P

．
Y ．

，

B r o d i e
，
J ． D ．

，
O v e r a11

，
J ． E ．

，
C a n c r o

，
R ． 及

G o m e z
－ M o n t

，
F ． ニ P h e n o m e n ol o gi c a l c o r r el a t e s

O f m e t ab oli c a c ti vi ty i n 18 p a ti e n ts w i th c h r o n i c

S C h i z o p h r e n i a ． A m ． J ． P s y c hi a t r y ，
1 4 4

，
1 51 －1 5 8

く19 8 71 ．



7 7 6

叫 W i d e rL
，

L ．
，

B l o m q vi s t
，

G ．
，

G r eit z
，

T ．
，

Li tt o n
，
J ． E ． ，

B e r g s t r o m
，
M ．

，
E h ri n

，
E

．
，

E ri c s o n
，

E
り

E rik s s o n ，
L ．

，
I n g Y a r

，
D ． H ．

，
J o b 弧 S S O n

，
L ．

，

N il s s o n
，
J ． L ． G ．

，
S t o n e

． E l a n d e r
，
S ．

，
S ed v a 11

，
G －

，

W i e s el
，

F ． 鹿 W il k
，

G ． こ P E T s t u d i e s o f gl u c o s e

m e t a b oli s m i n p a ti e n t s w i th s c h i z o p h r e n i a ． A m －

J ．
N e u r o r a d i ol ．

，
4

，
5 50 －5 5 2 く19 8 31 ．

4 5ナ S h e p p a rd
，

G ．， G ru ヱeli e r
，

J ．
，

M a n c h a n d a ，

R ．
，
H i r s c h

，
S ． R －

，
W i s e

，
R ． I F r a c k o w i a k

，
R ． 鹿

J o n e s
，

T ． こ
1S

O p o sit r o n e m i s si o n t o m o g r a ph i c

s c a n n i n g i n p r ed o m i n a n tl y n e v e r
－t r e a t e d a c u t e

s c h i z o ph r e n i c p a ti e n t s ． L a n c e t ， ii ，
1 4 4 8 －1 4 5 2

く19 8 31 ．

4 6I G u r
，
R ． E ．

，
R e s n i c k

，
S － M ． A l a vi

，
A ．

，
G u r

，

R ．
，
C a r o f f

，
S ． ， D a n n

，
R ．

，
S il v e r

，
F ． L ．

，
S a y k i n

，

A ． J ．
，
C h a w l llk

，
J ． B ．

，
K u s h n e r

，
M ． 及 R ei v i c h ，

M ． こ R e gi o n al b r ai n f u n cti o n i n s c hi z o ph r e ni a ． I －

A p o sit r o n e m i s si o n t o m o g r a p h y s t u d y ． A r ch ．

G e n ．
P s y ch i a t r y ，

4 4
，
1 1 9 －1 25 く1 98 71 ．

4 7I P r o b o Y n i k
， し H a k a n s s o m

，
E ． 鹿 R i s b e r g ，

J ． ニ O b s e r v a ti o n s o n th e f u n c ti o n al si g n ifi c a n c e o f

r e g l O n al c e r e b r al b l o o d fl o w i n
り

r e sti n g
，，

n o r m al

s u bj e c t s ． N e u r o p s y c h ol o gi a
，
18

，
20 3 － 2 1 7 く19 8 01 －

岬 Fl o r
－ H e n r y ，

P ． ニ P s y c h o si s an d t e m p o r a l

l o b e e pil e p s y ．
E pil e p si a

，
1 0

，
3 6 3 －3 9 5 く19 6 91 ．

4 9I N a s r al 1 a h ， H ． A ． こ C e r e b r al h e m i s p h e r e

a s y m m e t ri e s a n d i n t e rh e m i s p h e ri c i n t e g r a ti o n i n

s c hi z o ph r e n i a ． I n H ． A ． N a s r all a h 8 t D ． R ．

W ei n b e r g e r くe d s ．I ，
H a n d b o o k o f S c h i z o p h r e ni a

，

v o l ． 1
，
T h e N e u r ol o g y o f S c hi z o p h r e ni a

，
1 st e d ． ，

p 15 7 － 1 74
，
E I s e vi e r ，

A m s t e rd a m
－ N e w Y o r k－O x f o rd

，

1 9 8 6 ．

5 0I An d r e a s e n ， N ． C ． 及 0 1 s e n
，
S ． こ N e g a ti v e v

p o siti v e s ch i z o p h r e n i a ． A r c h ．
G e n ． P s y ch i a t r y ，

3 9
，
7 8 9 ． 乃4 く19 82う．

5 11 B e n s o rL
，
D ． F ． 此 G e s c h w i n d

，
N ． ニ P s y c h i a t －

ri c c o n d iti o n s a s s o ci a t e d w ith f o c a l l e si o n s o f th e

c e n t r al n e r v o u s s y s t e m ． I n M ． F ． R e i s e r くe d s ．1 ，

A m e ri c a n H a n d b o o k o f P s y c h i a t r y I V ，
2 n d e d ．

，

p2 0 8
－ 24 3

，
B a si c B o o k s

，
N e w Y o r k

，
1 9 7 2 ．

5 2ナ G ol d e n
，

C ． J ．
，

G r a b e r
，

B ．
，

C o ff m a n
，

J ．
，

B e r g ，
R ． A ． ， N el w i rL

，
D ． B 一 息 Bl o c h

，
S ．

ニ

S t ru C t u r a l b r a i n d efi cit s i n s ch i z o ph r e n i a ． A r ch ．

G e n ． P s y c hi a t r y ，
3 8

，
1 0 1 4 － 1 0 1 7 く1 9 81l ．

5 3I D r e w e
，
E ． A ． ニ T h e e ff e ct of t y p e a n d a r e a

of
．

b r ai n l e si o n o n W i s c o n si n c a rd s o rti n g t e s t

p e rf o r m a n c e ． C o r t e x
，
1 0

，
1 5 9 －1 7 0 く1 9 7 41 ．

5 41 C h a s e
，

T ． N ．
，

F e di o ，
P ．

，
F o st e r

，
N ． L

．
，

B r o o k s
，
R ．

，
D i C h i r o

，
G ． 鹿 M a n si

，
L ． こ W e ch sle r

a d ul t i n t e11i g e n c e s c a l e p e rf o r m a n c e こ C o r ti c al

l o c a li z a ti o n b y fl u o r o d e o x y gl u c o s e F 1 8 －

P O Sitr o n

e m i s si o n t o m o g r a p h y ． A r c h ． N e u r o l ．
，

4 1
，

124 4 ，

1 2 4 7 く19 8 4I ．

55 I G u r ， R ． C ．
，

G u r
，

R ． E ．
，

O b ri s t
，

W ． D
．
，

m l n g e 山川血1 e r
，
J ■ P ．

，
Y o u m k i n

，
D ．

，
R o s e n

，
A ． D ．

，

S k o l ni c k
，
B ． E ． 鹿 R ei v i c h

，
M ．

ニ S e x a n d h a nd ．

e d n e s s diff e r e n c e s i n c e r e b r a l b l o o d fl o w d u ri n g

r e st a n d c o g n iti v e a c ti v ity ．
S c i e n c e

，
2 1 7

，
6 59 ．661

く19 8 21 ．

5 6I S b a w ， T
リ

M e y e r
，
J ． S ．

，
M o rt el

，
R ．

，
C ut ai a

，

M ．
，

S a k ai
，

F －

，
Y a m a g u c h i

，
F ．

，
鹿 Y a m a m o t o

，

M ． ニ E ff e c t s o f n o r m al a g l n g ，
S e X a n d ri sk

f a c t o r s f o r st r o k e o n r e g l O n al c e r e b r al bl o o d fl o w

くr C B FI i n n o r m al v ol u n te e r s ． A c t a N e u r ol ．

S c a n d ． くS u p p り，
7 2

，
4 6 2 －4 6 3 く19 7 9I ．

5 71 H u b e r
，
G ．

，
G r o s s ， G 一 皮． S c h u t tl e r

，
R ． ニ A

l o n g
－t e r m f oll o w

－

u p S t u d y o f s ch i z o p h r e ni a こ

P s y c h i a tri c c o u r s e o f ill n e s s a n d p r o g n o si s －
A c ta

P s y c h i a t ． S c a n d ．

，
5 2

，
4 9 － 5 7 く19 7 5l ．

5 8I Le w i n e
，

R ． R ． J ． 三 S e x diff e r e n c e s i n s c hi z o
－

ph r e ni a ニ T i m i n g o r s u b ty p e s7 ． P s y ch ol － B ull ． 1 90
，

4 3 2 －4 4 4 く19 8 11 ．

瑚 M a m o
，
H ．

，
M e d c

，
P ．

，
L n 軋 A ． 及 S e yl a z

，

J ． ニ H y p e rf r o n t a l p a tt e r n o f h u m a n
，

－ C e r eb r al

ci r c u l a ti o n ニ V a ri a ti o n s w ith a g e a n d a th e r o s cl e
．

r 。ti c s t a t e ． A r c h N e u r ol ．
，
4 0

，
6 2 6－63 2 く19 831 －

6 01 N y rLl a n
，
A ． K ． 鹿 J o n s s o n

，
H － こ D iff e r e n ti al

e v a l u a ti o n o f o u t c o m e i n s c h i z o p h r e ni a ．
A ct a

P s y c h i a t ． S c a n d ．
，
6 8

，
4 5 8 － 47 5 く19 8 3l ．

6 11 L o yd ，
D ．

，
S i m p s o n

，
J ． C ． 8 t T s u a n g ，

M ．

T ． ニ A r e th e r e s e x d if f e r e n c e i n th e l o n g
－t e r m

o u t c o m e o f s c h i z o p h r e ni a7 ． J ． N e r v ． M e n t ． D is ．
，

17 3
，
6 4 3 －6 4 9 く1 9 8 引．

6 21 M a t s u d a
，

H ．
，
M a e d a

，
T

． ，
Y a m a d a

，
M ．

，
G ui

，

L
．
X ．

，
T o n a m i

，
N ． 及 H i s a d a

，
K ． ニ A g e

－ m a t Ch ed

n o r m al v al u e s a n d t o p o g r a p h i c m a p s f o r r e gi o n al

c e r e b r al b l o o d n o w m e a s u r e m e n t S b y
L1 3
X e

i n h al a ti o n ． S t r o k e
，
1 5

，
3 3 6 －3 4 2 く19 8 41 ．

瑚 K u r a c h i
，

M
り

S u ヱ u k i
，

M ． ，
E a w a s a k i ，

Y り

K o b a y a s h i
，
E ．

，
S h i m i z u

，
A ． 良 Y a m a g u c h i

，
N ． 二

R e gi o n al c e r e b r a l b l o o d fl o w i n p a ti e n ts w ith

s c h i z o p h r e n i c d i s o rd e r s ． I n R ． T a k a h a s hi ，
P ．
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Fl o r
． H e n r y ， J ． G r u z eli e r 8 E S ． N i w a t e d s ．1 ，

C e r e b r al D y n a mi c s
，

L a t e r a lit y a n d P s y c h o p a
－

th ol o g y ，
1 st ed ． ， P 4 9 3 ．5 0 1

，
EI s e v i e r

，
A m st e r d a m

－

N e w Y o r k － O x f o rd
，
19 8 7 ．

6 4J B e r m a n
，
E ． F ．

，
Z e c

，
R ． F ． 息 W ei rLb e r g e r

，

D ． R ． ニ P h y si o l o gi c d y sf u n c ti o n o f d o r s o l a t e r a l

p r ef r o n t a l c o rt e x i n s c h i z o ph r e n i a ． こ Il ． R ol e o f

n e u r ol e p tl C t r e a t m e n t
，

a tt e n ti o n
， a n d m e n t al

eff o rt ． A r c h ． G e n ． P s y c hi a t r y ，
4 3

，
1 2 6 －1 3 5 く19 8 6J ．

65I N il s s o n
，

A ．
，

R i sb e r g ，
J ．

，
J o h a n s o n

，
M

．
息

G tl St af岳o n ，
L － ニ R e gi o n al c h a n g e s o f b l o o d fl o w

d u ri n g h al o p e rid ol th e r a p y i n p a ti e n t s w ith

p a r a n o id s y m p t o m s ． A c t a P s y c hi a t ． S c a n d ．

tS u p p い ，
64

，
47 8 － 4 7 9 く1 97 71 ．

瑚 倉知 正 佐 一 鈴木 道軋 中村美 智子
．

木 場清子 ．

山口 成良こ 分裂病 に お ける 前頭葉血流量 ． 臨床精神医

学 ． 1 4
，
1 4 5 3 ．1 4 5 9 t 1 9 8 5j ．

6 71 M c C ull o c h
，
J ．

， S a v a k i
，

H ． E ． 鹿 S o k o l o ff
，

L ． ニ D i s t ri b u ti o n o f e ff e c t s o f h al o p e ri d o l o n

e n e r g y m e t a b oli s m i n th e r a t b r ai n
． B r a i n R e s ．

，

2 43
，
8 ト9 0 り9 8 21 ．

6 8ナ Pi z z o l a t o
，

G ． S o n c r a n t
，

T ． T ．
，

L a r s o n
，
D ．

M
．

及 R a p o p o rt
，

S ． I ． ニ R e d u c e d m et a b o li c

r e s p o n s e o f th e r a t b r ai n t o h al o p e rid o l a ft e r

C h r o ni c tr e a t m e n t ． B r a i n R e s ．
，
3 3 7

，
1 －9 く19 8 5J ．

69J G old b e r g ，
E ． ニ A ki n e si a ， t a rd i v e d y s m e n ti a

，

7 7 7

a n d f r o n t al l o b e d i s o r d e r i n s ch i z o ph r e n i a ．

S ch i z o p h r ． B u ll ．
，
1 l

，
2 5 5 －2 6 3 く19 8 5l ．

叩 W 棚 g ，
D ． F ．

，
W a g H e r

，
H ． N ．

，
T u れ e

， L ． E ． ，

D a n n al s
，

R ． F
．
，

P e a rl s o n
，

G ． D ．
，
Li n k s ， J

． M ．
，

T a rrL m i n g a
，
C ． A ．

，
B r o u B S O11 e

，
臥 P ．

，
R a v e rt ， H ．

T
．
，
W il s o n

，
A ． A ．

，
T o u n g ，

J ． E ． T ．
，
M a l a t

，
J ．

，

W illi a m s
，
J ． A ．

，
0

，

T u a m a ， L ． A ．
，
S n y d e r

，
S ． H ．

，

K u h a r
，

M ． J ． 鹿 Gj e d d e
，

A ． ニ P o sit r o n e mi s si o n

t o m o g r a ph y r e v e a l s el e v a t e d D 2 d o p a m i n e

r e c e pt o r s i n d ru g
－

n ai v e s ch i z o p h r e ni c s ． S ci e n c e
，

2 3 4
，
1 55 8 －1 5 6 3 く19 8 軋

71J D
，

A n t o n a
，

R ．

，
B a r o n

，
J ． C ．

，
S a m 8 0 n

，
Y ．

，

S e rd a ru
，

M ．
，

V i a d e r
，
F ．

，
A gid ，

Y ．
，

鹿 C a m b i e r
，

J
． ニ S u b c o r ti c al d e rn e n ti a こ F r o n t al c o r t e x h y p o

．

m et a b o li s m d e t e c t e d b y p o sit r o n t o m o g r a p h y i n

p a ti e n t s w i th p r o g r e s si v e s u p r a n u cl e a r p al s y ．

B r ai n
，
1 0 8

，
7 8 5 － 79 9 く19 8 51 ．

7 2ン N a u t a
，

W － J ．
H ． ニ T h e p r o b l e m o f th e

f r o n t al l o b e 二 A r ei n t e r p r e t a ti o n ． J ． P s y c h a t ．

R e s ．
， 8

，
1 6 7 －1 8 7 く1 9 7り．

7 3I B e rm a n
，
E ． F ．

，
W ei n b e r g e r

，
I L R ．

， S h el t o n
，

R ■ C － 8 E Z e c
，

R
． F ． こ A r el ati o n s h i p b e t w e e n

a n a t o m i c al a n d p h y si o l o g l C a l b r ai n p a th o l o g y i n

S C h i z o p h r e ni a こ L a r e t al c e r e b r al v e n t ri c u l a r si z e

p r e di ct s c o r ti c al b l o o d fl o w ． A m ． J ． P s y c hi a t r y ，

14 4
，
1 27 7－1 2 8 2 く19 8 71 ．

A S t u d y o n t h e R e l a ti o n s hi p b e t w e e n R e g i o n al C e r e b r al B l o o d F l o w a n d C li ni c al
S y m p t o m s i n F u n c ti o n a l P s y c h o s e s ニ くり S c h i z o p h r e n i c D i s o r d e r M i c h i o S u z u k i

，

D e p a r t m e n t o f N e u r o p s y c h i a t r y ，
S c h o o l o f M e d i ci n e

， K a n a z a w a U n i v e r si ty ，
K a n a z a w a

9 2 0
－

J ． J u z e n M e d ． S o c ．
，
9 7

，
7 6 4 － 7 7 8 り9 8 81

K e y w o r d s こ r e gi o n al c e r e b r a l b l o o d fl o w ，

1 3 3

x e i n h a l a ti o n te c h n i q u e ， S C h i z o p h r e n i c

dis o r d e r
，
l ef t fr o n ta l l o b e d y sf u n c ti o n

，
n e g a ti v e s y m p t o m s

A b s t r a c t

R e gi o n al c e r e b r al b l o o d fl o w くr C B F l d u ri n g r e s ti n g s ta te w a s m e a s u re d u si n g
1 3コ

X e

i n h al a ti o n te c h n i q u e i n sc h i z o p h r e n ic d is o r d e r s i n o r d e r t o i n v es tlg a t e t h e r el a ti o n s hi p

b e t w e e n r c B F a n d t h ei r cli n i c a l s y m p t o m s ． T h i r ty
－

n i n e p a ti e n t s d i a g n o s e d a s

S C h i z o p h r e n i c d i s o r d e r a c c o r d i n g t o D S M － H c r it e ri a w e r e s t u d i e d － A ll p a ti e n t s w e r e

r e C e l V l n g n e u r O l e p ti c m e di c a ti o n a n d th ei r m e a n a g e w a s 2 7 ． 3 y e a r s ． C li n i c al s y m p t o m s

W e r e a s s e ss e d u si n g th e B rief P s y c h ia t ric R a ti n g S c a l e a n d th e S c al e f o r th e A ss es s m e n t of

N e g a ti v e S y m p t o m s ． T h e p a ti e n ts w e r e al s o g i v e n th e W e c h sl e r A d ul t I n telli g e n c e S c a l e
，

W e c h sl e r M e m o r y S c al e
，
B e n t o n V i s u al R e te n ti o n T e s t a n d W i s c o n si n C a rd S o r ti n g T e st ．
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T h e n o r m al c o n tr o Is c o n sis t e d o f 3 0 a g e
－

a n d s e x
－ m a t C h e d h e al th y v o l u n t e e r s ． T h e r C B F

v a l u e s w e r e c o m p u t e d u si n g th e i n i ti a l sl o p e i n d e x w i th r e v i s e d F o u ri e r a n a l y si s ． T h e

bil a t e r al h e m is p h e ric m e a n fl o w v a l u e s i n th e s c h i z o p h r e n i c p a ti e n ts w e r e sig n ifi c a n tl y

r e d u c e d a n d th e r el a ti v e fl o w d i s t rib u ti o n v al u e e x p r e s s e d a s a p e r c e n t a g e of th e

h e m is p h e ri c m e a n w a s sig n ific a n tly d e c r e a s e d o n l y i n th e lef t f r o n t al r e gi o n c o m p a re d to

th e n o r m a l c o n tr oI s ． T h e l o w e r th e l ef t f r o n tal bl o o d fl o w i n s c hi z o p h r e ni cs
，

t h e m o r e

p r o n o u n c e d w e r e t h e s y m p t o m s s u c h a s b l u n te d aff e c t
，

a V Oli ti o n
－ a P a th y a n d i n a tt e n ti o n a n d

th e p o o r e r w as th e p e rf o r m a n c e o n th e B e n t o n V i s u al R e t e n ti o n T e st a n d d i g it s p a n ． T h e

r c B F i n s c h i z o p h r e n i c s w a s n o t c o r r el a t e d w i th a g e
，

e d u c a ti o n a 1 1 e v el ，
d u r a ti o n o f ill n e s s

a n d a n ti p s y c h o ti c m e d i c a ti o n l e v el ． T h e s e r e s u l t s s u g g e s t th a t a p a r t o f t h e n e g a ti v e

s y m p t o m s a n d th e n e u r o p s y c h o l o gi c al d efi cits i n s c h i z o p h r e n i c p a ti e n ts a r e r el a t e d t o a l eft

f r o n tal l o b e d y sf u n c ti o n ．


